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令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
25

日
ま
で
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
向
日
市
職
員

の
公
正
な
職
務
の
執
行
の
確
保
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を

は
じ
め
、
８
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
議
員
は
３
議

案
、
意
見
書
案
５
件
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
は
人
事
議
案
１
件
に
同
意
、
専
決
処
分

（
条
例
の
一
部
改
正
）
を
承
認
し
、
そ
の
他
の
議
案
５

件
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
活
発
な
質
疑
・
意

見
の
も
と
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
２
日
目
か
ら
４
日
目
は
、
15
名
の
議
員
が
市
政

に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
、
加
え
て
２
日
目
に
は
市
長

か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
１
議
案
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
最
終
日
に
は
、
議
員
か
ら
条
例
の
一
部
改
正
２

件
、
規
則
の
一
部
改
正
１
件
を
提
出
し
、
各
常
任
委
員
長

が
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
経
過
と
結
果
を
報
告
、
議

員
は
議
案
等
に
対
す
る
賛
成
・
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
専
決
処
分
（
補
正
）
４
件
を
承
認
し
、
そ

の
他
の
議
案
５
件
、
意
見
書
案
４
件
を
原
案
可
決
、
意
見

書
案
１
件
を
否
決
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

※
議
決
結
果
一
覧
は
、
Ｐ
12
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

人
事
議
案
に
同
意

永な
が
の野　

憲の
り
お男　

氏 

（
京
都
市
西
京
区
）

【
教
育
長
】

令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
11
議
案
を
可
決

号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
４
２
９
８
万

３
千
円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

２
１
４
億
４
８
９
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
予

算
歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◎ 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
費
（
低
所
得
の
ひ

と
り
親
世
帯
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
支
援
を
行
う
た

め
の
特
別
給
付
を
行
う
経
費
）
…
４
２
９
８
万
３
千
円

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
令
和
３
年
度
向
日
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）） 

９
０
０
０
万
円
の
増
額

　

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
的
に
始
ま
る
中
、
新

た
な
対
策
や
集
団
接
種
会
場
に
お
け
る
体
制
な
ど
、
早
急

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
去
る
５
月
14

日
に
専
決
処
分
を
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
９
０
０
０
万

円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
２
１
５

億
３
８
９
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
歳
出

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◎ 

予
防
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
集
団
接
種
会
場
へ
の
移

動
が
困
難
な
要
介
護
認
定
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
に
よ

る
移
動
を
支
援
す
る
経
費
や
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
接

種
会
場
の
体
制
強
化
、
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
お
知
ら

せ
等
を
行
う
た
め
の
経
費
） 

…
９
０
０
０
万
円

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
令
和
３
年
度
向
日
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）） 

４
２
９
８
万
３
千
円
の
増
額

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
を
実
施
す
る

た
め
、
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
本

事
業
の
準
備
に
着
手
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
去

る
４
月
19
日
に
専
決
処
分
を
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会

令
和
３
年
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請願の処理経過及び結果について（報告）
　令和２年第４回定例会で趣旨採択及び採択され、市長に報告を求めていた請願について、
次のとおり報告がありましたので、お知らせします。

　これまでから、私立幼稚園の運営及び施設に対しましては、幼児教育振興のため市単独の助
成制度を創設し、支援を行ってまいりました。
　さらに、一層の幼児教育の振興を図るために、令和元年10月の幼児教育・保育の無償化の実
施にあわせて、私立幼稚園への環境・設備充実に向けた助成として、待機児童対策を促進する
観点からご協力いただける幼稚園に対し、１園当たり９万円を新たに交付する制度を創設した
ところであり、本市の厳しい財政状況の中、更なる助成を行うことは難しいと考えております。
　また、２歳児への幼児教育を行う幼稚園への補助金に関しましては、待機児童対策として、
保護者の就労等の理由により、保育が必要な２歳児の子ども（３号認定子ども）の預かり事業
につきましては、私立幼稚園への補助事業を昨年度から実施しております。
　幼児教育を支える療育状況の改善に関しましては、京都府向日が丘支援学校の改築につきま
して、令和２年１月22日に「京都府立向日が丘支援学校改築基本構想」が京都府教育委員会か
ら示されたところです。
　基本構想においては、「支援学校と共生型福祉施設が一つの施設として機能し、生涯にわたる
切れ目ない総合的な支援」を基本方針の一つとされています。
　さらに、今回の改築を「教育と福祉の役割を踏まえつつ総合的な支援体制を構築できる機
会」と位置付け、整備に際しては、「長岡京市共生型福祉施設等と連携した整備」を方針として
掲げられているところです。
　就学前の療育を必要とする子供たちへの支援については、本市としてもさらなる充足が必要
と認識していることから、府及び圏域の市町と協調して対応していきたいと考えております。
　今後におきましても、引き続き、幼児教育の振興に努めてまいります。

　令和２年４月に大牧地域を経由する大原野線が減便となり、地域の皆様が大変困られている
ことは承知しております。
　また、当該路線に限らず、運転手不足や利用者の減少により、全国的に公共交通の減便・廃
止が相次いでおり、本市におきましても、昨年12月には上植野地域を経由する77・78系統等が
廃止されたところであります。
　こうした減便・廃止につきましては、あらゆる機会を通じて路線を維持していただくよう事
業者に強く要望を行ってまいりましたが、阪急バスの経営上の判断として、やむなく減便・廃
止に至ったものと伺っており、今後さらに新型コロナウイルス感染症の影響による利用者数の
減少、運賃収入の低下によって減便・廃止が進むことも考えられます。
　このように、市全域において、減便・廃止が行われていることから、特定の路線バスの維持
に対して市から多額の財政支援を行うことにつきましては、大変難しく、地域公共交通会議に
おいて地域バランスの観点からもご議論をいただく必要があると考えております。
　また、この請願の内容につきましては阪急バスにお伝えするとともに、便数の回復につきま
して、再度ご検討いただくよう要望しているところでございます。
　しかしながら、阪急バスからは、大原野路線については、昨年４月の減便により経費削減を
行ったものの、依然として年間数千万円の赤字を抱える路線であり、路線維持自体が厳しい状
況であると伺っております。
　今後におきましては、社会情勢が変化する中で、公共交通の充実を図り、移動手段を確保し
ていくことは非常に重要な課題でありますことから、交通事業者に対し、これ以上の減便・廃
止を回避するよう継続して要望するとともに、コミュニティバス、路線バス、タクシーを含め
た、市全体の公共交通のあり方につきましては、地域公共交通会議で、ご議論いただき、市民
の皆様の移動手段を確保できるよう、取り組んでまいります。

請願第２号（趣旨採択※）
　私立幼稚園幼児教育振興助成に関する請願

請願第３号（採択）
　東山を通るバスの増便（元に戻す）を求める請願

※�趣旨採択：請願について、願意は妥当であるが、実現性の面で確信が持てない場合に、不採択ともできない
として採られる決定方法
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主な質問と答弁
一 般 質 問

あなたも議会の傍聴をしませんか？
　本会議当日、受付で住所、氏名など記入の上、傍聴券の交付を
受けて入場することができます。
　なお、傍聴に来られた方に、新型コロナウイルス感染拡大防止対
策として、非接触体温計による検温や、アルコール消毒液の利用、手
洗い、マスクの着用、咳エチケット、間隔を空けての着席にご協力を
お願いし、体調が不良の場合は、傍聴をご遠慮いただいています。
　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。また、本会議
は議場前の議会中継視聴室、東向日別館３階のテレビモニター
で生中継しています。
　一般質問の事項は公共施設等で事前に公表されます。

　第２回定例会での一般質問は、６月
14日・15日・16日の３日間にわたり行
われました。
　質問・答弁とも１人２問までに絞り、
内容を要約しましたが、詳しくは８月
末頃、会議録に掲載されます。
　会議録は市役所、図書館のほか、イン
ターネットでも閲覧できます。

※質問の文責は議員にあります。

向日市議会ホームページへのアクセスは検索画面で

クリックを入力して 検索向日市議会

奨
学
金
返
還
支
援
に 

つい
て

　

京
都
府
就
労
・
奨
学
金

返
済
一
体
型
支
援
事
業
を

活
用
し
て
、
若
者
の
支
援

と
市
内
の
人
材
確
保
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。
制
度
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
制

度
導
入
企
業
の
増
加
に
向

け
、
本
市
か
ら
の
働
き
か

け
を
強
化
す
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
か
。

環
境
経
済
部
長　

京
都
府

就
労
・
奨
学
金
返
済
一
体

型
支
援
事
業
は
、
若
手
従

業
員
の
確
保
と
、
そ
の
経

済
的
支
援
を
同
時
に
達
成

で
き
る
大
変
有
用
な
制
度

で
あ
り
、
今
後
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
む
こ
う
、

向
日
市
商
工
会
で
本
制
度

の
周
知
に
努
め
る
ほ
か
、

京
都
府
と
も
連
携
を
密
に

し
、
制
度
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つい
て

　

昨
年
、
東
山
の
バ
ス
停

を
通
る
路
線
バ
ス
が
減
便

と
な
っ
た
。
対
策
と
し
て
、

路
線
バ
ス
の
更
な
る
減
便

に
繋
が
ら
な
い
こ
と
が
前

提
で
は
あ
る
が
、
本
市
が

運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
東
山
バ
ス
停
を
通

る
ル
ー
ト
に
試
験
的
に
変

更
し
て
は
と
考
え
る
が
如

何
か
。

市
長　

既
存
路
線
と
の
ル

ー
ト
の
重
複
は
、
利
用
者

を
分
散
さ
せ
る
な
ど
の
理

由
か
ら
難
し
か
っ
た
が
、

ぐ
る
っ
と
む
こ
う
バ
ス
の

ル
ー
ト
変
更
な
ど
に
つ
い

て
は
継
続
し
て
見
直
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

地
域
公
共
交
通
会
議
に
お

諮
り
し
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

に
つ
い
て

公明党議員団
福田正人議員

高
齢
者
へ
の
デ
ジ

タ
ル
支
援
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
ス
マ
ホ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
で
高

齢
者
が
デ
ジ
タ
ル
機
器
を

上
手
く
使
え
ず
、
取
り
残

さ
れ
る
事
例
が
本
市
だ
け

で
な
く
全
国
的
に
露
呈
し

た
。
本
市
の
こ
れ
か
ら
の

高
齢
者
に
向
け
た
デ
ジ
タ

ル
活
用
支
援
を
問
う
。

市
長　

一
般
的
な
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
講
習

よ
り
も
、
ワ
ク
チ
ン
の
申

し
込
み
等
個
別
の
状
況
に

あ
っ
た
支
援
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に

即
し
た
方
法
も
考
え
あ
わ

せ
て
本
市
に
と
っ
て
ベ
ス

ト
な
方
法
で
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
。

燈
篭
前
か
ら
新
田
の 

横
断
に
つい
て

　

物
集
女
町
燈
篭
前
～
寺

戸
町
新
田
歩
道
橋
下
の
横

断
に
つ
い
て
は
幾
度
と
な

く
質
問
し
て
き
た
が
一
向

に
改
善
さ
れ
な
い
。
特
に

高
齢
者
の
横
断
が
最
も
危

険
で
あ
る
。
高
齢
者
の
横

断
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す

る
の
か
を
問
う
。

建
設
部
長　

本
市
に
お
い

て
も
そ
の
必
要
性
は
認
識

し
て
お
り
、
機
会
あ
る
ご

と
に
警
察
へ
強
く
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
横
断
歩
道

の
設
置
に
は
物
集
女
街
道

の
拡
幅
整
備
が
必
要
と
回

答
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の

早
期
完
成
に
向
け
、
全
力

で
整
備
を
支
援
し
、
１
日

で
も
早
く
誰
も
が
安
心
し

て
通
れ
る
道
路
に
な
る
よ

う
努
め
る
。

ＭＵＫＯクラブ
和島一行議員
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市
の
電
力
購
入
に
は

環
境
配
慮
条
項
を

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
進

め
る
市
の
姿
勢
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
市

の
施
設
で
使
用
す
る
電
力

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

主
体
に
変
え
る
こ
と
を
目

指
し
「
電
力
調
達
に
係
る

環
境
配
慮
方
針
」
を
定
め
、

環
境
配
慮
条
項
を
盛
り
込

ん
だ
入
札
方
式
に
改
革
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

環
境
配
慮
条

項
を
盛
り
込
ん
だ
入
札
方

式
は
、
グ
リ
ー
ン
調
達
の

観
点
か
ら
本
市
と
し
て
も

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
事

項
で
あ
る
が
、
現
行
の
経

済
性
を
目
指
し
た
電
力
調

達
が
難
し
く
な
る
お
そ
れ

も
あ
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
他
自
治
体
の

例
な
ど
も
参
考
に
、
慎
重

に
検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
改
革
で
市
の

施
策
継
続
可
能
か

　

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法

が
成
立
し
た
が
、
自
治
体

業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・

標
準
化
が
強
制
さ
れ
れ
ば
、

法
律
に
明
記
さ
れ
た
必
要

最
低
限
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
み
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
本
市

の
実
情
や
住
民
要
求
に

沿
っ
た
施
策
が
で
き
な
く

な
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

標
準
化
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
費
用
負
担

の
軽
減
や
業
務
効
率
化
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
ご
指
摘

の
と
お
り
、
自
治
体
の
実

情
に
応
じ
た
独
自
施
策
が

シ
ス
テ
ム
面
や
費
用
面
で

継
続
で
き
な
く
な
る
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
存
じ
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

向
日
市
職
員
の
公
正
な
職

務
の
執
行
の
確
保
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

杉谷伸夫議員

指
定
ご
み
袋
導
入
に 

つ
い
て

　

資
源
ご
み
の
収
集
は
、

防
犯
カ
メ
ラ
や
監
視
を
す

る
よ
う
な
形
で
指
導
員
に

立
っ
て
も
ら
う
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
市
民
の
皆
様

に
「
分
け
れ
ば
資
源
、
混

ぜ
れ
ば
ご
み
」
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
を
行
い
、
協
力
を

得
た
う
え
で
前
日
出
し
も

許
可
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

地
域
の
皆
様
が
前

日
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
許
可
で
き
る
方
向

で
考
え
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
を
得
ら
れ
る
ル
ー
ル
作

り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

牛
ケ
瀬
勝
竜
寺
線
の 

計
画
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
道
路
牛
ケ
瀬

勝
竜
寺
線
延
伸
計
画
上
に

は
第
５
向
陽
小
学
校
の
通

学
路
が
あ
る
。
住
宅
街
を

通
過
す
る
こ
と
も
あ
り
大

型
車
両
通
行
規
制
を
す
る

べ
き
で
あ
る
。

建
設
部
長　

都
市
計
画
道

路
は
、
広
域
幹
線
道
路
と

し
て
の
役
割
と
と
も
に
、

防
災
機
能
な
ど
を
有
す
る

幹
線
道
路
と
し
て
都
市
計

画
に
位
置
付
け
て
い
る
施

設
で
あ
る
た
め
、
大
型
車

両
の
通
行
を
規
制
す
る
こ

と
は
、
本
来
の
役
割
や
機

能
を
損
な
う
も
の
で
あ
り
、

難
し
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

第
３
次
向
日
市
環
境
基
本

計
画
に
つ
い
て

日本共産党議員団
佐藤新一議員

潜
在
的
待
機
児
童
・ 

少
子
化
対
策

　

近
年
本
市
で
は
多
く
の

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、

他
府
県
か
ら
も
若
い
世
帯

が
多
く
転
入
す
る
中
、
子

ど
も
の
預
け
先
不
足
の
問

題
は
今
、
本
市
の
子
育
て

世
帯
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
懸
念
し
て
い

る
。
保
育
行
政
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
保
育

園
の
安
全
対
策
の
た
め

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
や
危
険
個

所
の
横
断
歩
道
の
整
備
等

に
つ
い
て
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

建
設
部
長　

キ
ッ
ズ
ゾ
ー

ン
は
、
施
設
外
活
動
の
み

な
ら
ず
通
園
の
安
全
対
策

に
も
寄
与
し
、
横
断
歩
道

に
つ
い
て
も
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
で
き
、
大
変
有

効
な
安
全
対
策
で
あ
る
が
、

警
察
等
と
の
協
議
が
必
要

で
あ
る
。
関
係
機
関
の
担

当
者
に
し
っ
か
り
と
意
見

を
伝
え
検
討
す
る
。

阪
急
洛
西
口
駅 

西
地
区
開
発
に
つい
て

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
ま
た
社
会
経
済
的
に

も
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

ホ
テ
ル
の
需
要
と
誘
致
の

観
点
か
ら
今
後
の
見
通
し

を
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ

て
い
る
か
？

建
設
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
観
光
需
要
は
激
減

し
て
い
る
が
、
潜
在
的
な

旅
行
需
要
は
依
然
と
し
て

高
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
克
服

と
と
も
に
観
光
需
要
は
回

復
す
る
と
考
え
て
い
る
。

洛
西
口
駅
西
地
区
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
が
有
益
と

な
る
よ
う
、
引
き
続
き
協

議
会
を
支
援
す
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

妊
産
婦
へ
の
支
援
・
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て

令和自民クラブ
松本美由紀議員
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生
理
の
貧
困
に 

つ
い
て

　

生
理
の
貧
困
と
は
生
理

用
品
を
買
う
お
金
が
な
い
、

ま
た
利
用
で
き
な
い
環
境

に
あ
る
こ
と
を
指
し
、
世

界
的
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
本
市
に
防
災
備
蓄
さ

れ
て
い
る
生
理
用
品
の
交

換
期
限
が
近
づ
い
て
い
る

も
の
を
、
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
人
に
配
布
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
お
尋

ね
す
る
。

市
長　

生
理
の
貧
困
に
関

し
て
は
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
生
理
用
品
が
用
意
で

き
ず
に
お
困
り
の
女
性
を

支
援
す
る
た
め
、
災
害
時

用
の
備
蓄
物
資
を
活
用
し
、

７
月
か
ら
女
性
活
躍
セ
ン

タ
ー
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
お
渡
し
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

公
共
施
設
の
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
環
境
に
つ
い
て

　

リ
モ
ー
ト
会
議
の
練
習

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

な
ど
で
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
環
境

が
必
要
な
こ
と
が
あ
る
。

市
民
に
開
放
さ
れ
る
公
共

施
設
で
の
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
環

境
が
必
要
と
考
え
る
が
い

か
が
か
お
尋
ね
す
る
。

副
市
長　

公
共
施
設
に
お

け
る
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
環
境
は
、

新
庁
舎
の
一
部
を
除
き
未

整
備
で
あ
り
、
整
備
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ど
な
た

で
も
安
全
に
安
心
し
て
お

使
い
い
た
だ
け
る
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の

整
備
に
つ
い
て
、
市
民
会

館
の
整
備
に
合
わ
せ
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問

公
共
施
設
に
Ａ
Ｉ
モ
ニ

タ
ー
体
温
計
を
導
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て

公明党議員団
長尾美矢子議員

公
共
施
設
へ 

生
理
用
品
設
置
を

　

７
月
か
ら
女
性
活
躍
セ

ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン
タ
ー

で
生
理
用
品
の
配
布
を
さ

れ
る
が
、
市
役
所
や
他
の

公
共
施
設
、
小
中
学
校
の

ト
イ
レ
な
ど
へ
の
設
置
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

の
中
で
、
誰
も
が
手
に
取

れ
る
場
所
へ
の
配
置
は
衛

生
面
で
不
適
切
で
あ
り
、

ま
ず
は
施
設
で
の
配
布
か

ら
始
め
た
い
。

教
育
部
長　

各
学
校
に
お

い
て
、
家
庭
状
況
の
変
化

に
も
注
視
し
、
保
健
室
を

中
心
に
児
童
生
徒
に
寄
り

添
い
、
一
層
き
め
細
や
か

な
支
援
が
図
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

早
急
に
老
朽
校
舎

改
築
を

　

市
の
学
校
施
設
は
老
朽

化
が
著
し
く
最
近
で
は
第

２
向
陽
小
学
校
で
モ
ル
タ

ル
剥
離
、
寺
戸
中
学
校
で

は
外
壁
の
落
下
や
ト
イ
レ

の
タ
イ
ル
が
剝
が
れ
る
な

ど
の
事
象
が
続
い
て
い
る
。

早
急
な
大
規
模
改
修
が
必

要
で
あ
る
が
、
市
の
改
築

計
画
で
は
い
つ
か
ら
に
な

る
の
か
。
具
体
的
な
取
り

組
み
を
聞
く
。

教
育
長　

令
和
６
年
度
か

ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
ま
ず
財
源
確
保

の
見
通
し
を
立
て
る
必
要

が
あ
り
、
補
助
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て
引
き
続
き
国

に
要
望
す
る
と
と
も
に
、

活
用
可
能
な
他
の
補
助
金

制
度
に
つ
い
て
積
極
的
に

情
報
収
集
に
努
め
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、

４
向
小
の
校
区
外
児
童
受

け
入
れ
中
止
に
つ
い
て

日本共産党議員団
常盤ゆかり議員

積
極
的
な
情
報 

公
開
に
つい
て

　

個
人
・
団
体
に
利
害
を

及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
情

報
を
除
き
、
市
民
が
予
算

決
算
の
具
体
的
情
報
を
知

る
こ
と
に
つ
い
て
の
不
都

合
が
無
け
れ
ば
、
常
時
情

報
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り

市
民
の
理
解
と
信
頼
の
増

幅
並
び
に
一
層
の
効
率
的

行
政
運
営
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
く
。

総
務
部
長　

予
算
書
及
び

決
算
書
等
の
情
報
を
市
民

の
皆
様
が
知
る
こ
と
に
不

都
合
は
な
い
。
そ
れ
ら
の

資
料
は
よ
り
分
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う

見
直
し
を
行
い
、
常
時
公

表
し
て
い
る
。
市
民
の
皆

様
に
と
っ
て
分
か
り
や
す

い
情
報
と
な
る
よ
う
引
き

続
き
努
め
る
。

情
報
公
開
条
例
に

つい
て

　

情
報
公
開
条
例
に
は
市

民
に
と
り
不
都
合
な
文
言

が
あ
る
。
例
え
ば
第
２
条

２
項
の
「
当
該
実
施
機
関

が
保
有
し
て
い
る
も
の
」

で
は
公
文
書
が
意
図
的
に

廃
棄
さ
れ
た
場
合
も
不
存

在
と
処
理
さ
れ
、
無
責
任

な
行
政
運
営
を
助
長
す
る

こ
と
に
な
る
。
改
正
す
べ

き
で
あ
る
が
見
解
を
聞
く
。

総
務
部
長　

議
員
ご
指
摘

の
文
言
は
公
文
書
の
定
義

づ
け
を
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
文
書
に
つ
い
て
は
向

日
市
文
書
取
扱
規
程
に
お

い
て
適
正
な
運
用
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
文
書
が
意

図
的
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、

情
報
公
開
条
例
の
改
正
の

必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て

ＭＵＫＯクラブ
太田秀明議員
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幼
児
期
か
ら
の 

性
教
育
に
つい
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
が
深

刻
な
中
、
性
被
害
の
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ

な
い
よ
う
、
幼
児
期
か
ら

の
年
齢
に
応
じ
た
性
教
育

を
始
め
る
事
、
す
べ
て
の

子
ど
も
に
教
育
の
機
会
が

行
き
届
く
義
務
教
育
で
の

性
教
育
が
大
変
重
要
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

副
市
長　

国
に
お
い
て
、

幼
児
期
も
対
象
に
含
め
た

分
か
り
や
す
い
教
材
や
指

導
の
手
引
き
等
を
作
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
従

来
の
指
導
と
合
わ
せ
て
活

用
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
が
正
し
い
知
識
を
習
得

し
、
適
切
に
行
動
で
き
る

力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
「
生
命
（
い
の
ち
）
の

安
全
教
育
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つい
て

　

親
や
き
ょ
う
だ
い
の
介

護
や
世
話
が
生
活
の
中
心

に
な
っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
は
、
全
国
的
な
実

態
調
査
で
公
立
約
１
４
０

０
校
を
抽
出
し
調
査
し
た

と
こ
ろ
、「
世
話
を
し
て

い
る
家
族
が
い
る
」
と
答

え
た
中
２
が
３
１
９
人

６
％
、
高
２
が
３
０
７
人

４
％
で
あ
っ
た
。
向
日
市

の
実
態
を
伺
う
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　

見

守
り
を
行
っ
て
い
る
要
保

護
児
童
の
一
部
に
、
き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
家
事
を

行
っ
て
い
る
子
ど
も
が
い

る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る

が
、
実
際
の
状
況
に
つ
い

て
、
本
市
で
把
握
で
き
て

い
る
状
態
に
は
な
い
。

○
そ
の
他
の
質
問

保
育
所
の
待
機
児
童
に
つ

い
て

子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て

日本共産党議員団
北林智子議員

指
定
ご
み
袋
導
入

の
前
に

　

来
年
の
２
月
か
ら
半
透

明
の
指
定
ご
み
袋
が
導
入

さ
れ
る
が
、「
燃
や
す
ご

み
」
と
「
分
別
ご
み
」
の

区
別
が
分
か
り
難
い
。

　

ご
み
検
索
シ
ス
テ
ム
の

「
ご
み
サ
ク
」
は
改
善
す

る
と
の
答
弁
を
い
た
だ
い

た
が
、
分
別
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
指
導
員
と
市
の

ご
み
の
出
し
方
に
違
い
が

あ
る
。

　

指
導
員
へ
の
研
修
を
実

施
し
、
試
験
に
合
格
し
た

者
に
従
事
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

市
長　

ご
み
の
性
状
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
議

員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
ご

み
の
出
し
方
は
分
か
り
に

く
い
も
の
が
あ
る
。
今
後

は
ご
み
の
分
別
方
法
や
ご

み
の
出
し
方
、
収
集
日
な

ど
が
ご
み
の
品
目
を
検
索

す
る
こ
と
で
一
目
で
分
か

る
、
新
た
な
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

検
討
し
た
い
。

環
境
経
済
部
長　

今
後
は

指
定
ご
み
袋
に
な
る
の
で
、

指
導
員
の
方
に
対
し
て
も
、

改
め
て
、
分
か
り
に
く
い

と
こ
ろ
は
分
か
る
よ
う
に

最
後
ま
で
説
明
し
て
い
く
。

村田光隆議員

竹
林
政
策
に
つい
て 

～
課
題
と
施
策
～

　

本
市
北
西
部
に
あ
る
向

日
丘
陵
に
は
、
良
質
な
筍

を
産
す
る
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
竹
林
が
広
が
り
、

散
策
路
・
竹
の
径
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
美
し

い
竹
林
を
後
世
に
引
継
ぎ

た
い
。
そ
こ
で
、
今
ま
で

の
政
策
実
績
か
ら
見
え
る

課
題
・
今
後
の
方
向
性
・

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
経
済
部
長　

竹
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
お

い
て
は
指
導
的
な
役
割
を

担
っ
て
頂
く
経
験
豊
か
な

メ
ン
バ
ー
の
育
成
、
ま
た

筍
を
長
年
守
っ
て
こ
ら
れ

た
農
家
の
皆
様
に
お
い
て

は
後
継
者
不
足
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
今
で
き
る
こ
と
を
着

実
に
進
め
な
が
ら
、
市
民

の
皆
様
と
取
り
組
み
た
い
。

竹
の
径
、
休
憩
所 

整
備
と
活
用
に
つ
い
て

　

本
市
側
に
も
竹
林
風
景

を
楽
し
め
る
休
憩
所
や
竹

関
連
商
品
を
提
供
す
る
売

店
が
あ
れ
ば
、
利
便
性
と

竹
林
、
竹
の
ア
ピ
ー
ル
に

繋
が
り
、
昨
今
の
急
な
風

雨
な
ど
天
候
の
変
化
に
も

対
応
出
来
る
と
考
え
る
。

　

休
憩
所
等
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ふ
る
さ
と
創
生
推
進
部
長

第
６
向
陽
小
学
校
の
校
内

西
北
に
あ
る
角
地
に
つ
い

て
は
、
市
街
化
調
整
区
域

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
売
店
整
備
に
は
課
題

を
多
く
有
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
引
き
続
き
、
費

用
対
効
果
も
含
め
た
諸
課

題
を
踏
ま
え
、
候
補
地
を

検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問

竹
林
の
現
状
に
つ
い
て

竹
林
と
古
墳
・
溜
池
等
の

景
観
保
全
に
つ
い
て
他

令和自民クラブ
石田眞由美議員

資源物回収ステーション
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生
き
る
為
の
引
き
籠
り

不
登
校
に
理
解
を

　

心
の
自
由
、
自
己
決
定

権
は
個
々
人
、
一
人
一
人

に
あ
り
、
不
登
校
は
自
然

な
こ
と
で
、
周
り
が
過
剰

な
反
応
や
強
要
を
せ
ず
、

社
会
全
体
で
見
守
り
、「
頑

張
ら
な
く
て
も
い
い
よ
。

貴
方
は
も
う
充
分
頑
張
っ

て
き
た
し
、
貴
方
は
そ
の

ま
ま
で
素
晴
ら
し
い
！
」

と
、
市
が
何
ら
か
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
べ
き
。

副
市
長　

不
登
校
児
童
生

徒
一
人
一
人
の
背
景
や
状

況
、
ま
た
、
保
護
者
の
悩

み
や
考
え
は
極
め
て
多
様

で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
意

見
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
伺

い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
の
が

良
い
の
か
、
教
育
委
員
と

と
も
に
十
分
協
議
し
て
ま

い
り
た
い
。

西
野
地
区
の
危
険
な

道
路
の
改
善
を
！

　

府
道
大
原
野
道
沿
い
の

白
鳳
の
泉
を
破
壊
し
て
行

わ
れ
た
住
宅
開
発
で
は
り

湖
池
に
上
が
る
道
は
急
勾

配
と
な
り
、
地
下
か
ら
水

が
湧
き
出
し
て
２
０
０
ｍ

く
ら
い
道
路
が
水
浸
し
に

な
り
、
冬
に
ア
イ
ス
バ
ー

ン
に
な
る
と
大
惨
事
に
な

る
。
早
急
に
府
と
市
が
将

来
を
見
据
え
改
善
す
べ
き
。

建
設
部
長　

安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
滑
り
止
め
舗

装
に
よ
る
対
策
を
講
じ
る

よ
う
事
業
者
と
協
議
を
行

っ
た
。
市
民
の
皆
様
に
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
更
な
る
安
全
対
策

を
検
討
す
る
。
府
道
の
湧

水
は
、
路
面
の
凍
結
が
考

え
ら
れ
る
た
め
府
に
対
策

を
要
望
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
や
女
性
の
自
殺
や

児
童
虐
待
に
歯
止
め
を
！

危
険
な
デ
ジ
タ
ル
庁
問
題

飛鳥井佳子議員

コロ
ナ
収
束
ワ
ク
チ
ン

接
種
等
諸
問
題
を

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
わ

る
職
員
、
医
療
従
事
者
な

ど
に
優
先
的
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
実
施
し
、
希
望
時

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て

頂
き
た
い
。介
護
事
業
所
・

障
が
い
者
施
設
・
小
中
学

校
・
保
育
所
な
ど
で
働
い

て
い
る
方
々
や
利
用
者
に

も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
及
び
抗
原
検

査
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優

先
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
長　

ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
わ
る
医

療
従
事
者
に
つ
い
て
は
、

集
団
接
種
に
従
事
す
る
薬

剤
師
や
看
護
師
も
含
め
接

種
が
完
了
し
て
い
る
。
介

護
従
事
者
や
教
職
員
等
に

つ
い
て
は
、
64
歳
以
下
の

方
の
接
種
の
実
施
時
に
検

討
す
る
。

市
民
・
職
員
が
大
切

に
さ
れ
る
市
を

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
職

員
の
超
過
勤
務
が
心
配
さ

れ
る
。
衛
生
委
員
会
で
80

時
間
以
上
働
い
て
い
る
職

員
の
報
告
及
び
産
業
医
と

の
面
談
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。
構
成
メ
ン
バ
ー
の
参

加
状
況
や
会
議
時
間
、
課

題
や
内
容
及
び
そ
の
対
策

に
つ
い
て
実
効
あ
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
。　

総
務
部
長　

面
接
指
導
の

対
象
と
な
る
職
員
に
つ
い

て
は
、
月
１
回
の
産
業
医

面
談
の
中
で
指
導
を
実
施

し
て
い
る
。
時
間
外
勤
務

の
縮
減
に
向
け
た
取
り
組

み
を
全
庁
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
重
要

な
検
討
課
題
と
し
、
職
員

の
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
た
め
調
査
審
議
し
た
い
。

日本共産党議員団
山田千枝子議員

Ｊ
Ｒ
東
側
再
開
発
に

伴
う
弊
害
の
負
担

　

本
事
業
が
市
全
体
に
与

え
る
影
響
は
非
常
に
大
き

い
が
、
事
業
効
果
は
具
体

的
な
数
字
を
以
て
市
民
に

示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

多
大
な
影
響
が
あ
る
と
言

う
事
は
弊
害
も
よ
り
大
き

く
な
り
や
す
い
と
予
測
さ

れ
る
が
、
一
部
の
市
民
に

の
み
、
負
担
を
背
負
わ
せ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

建
設
部
長　

駅
周
辺
へ
の

魅
力
あ
る
都
市
型
住
宅
の

供
給
や
人
口
が
増
加
す
る

こ
と
が
、
再
開
発
に
伴
う

弊
害
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、

市
が
持
続
的
に
発
展
し
続

け
る
た
め
に
は
こ
の
再
開

発
事
業
が
必
要
で
あ
る
た

め
少
し
で
も
早
く
事
業
を

推
進
し
、
事
業
効
果
を
発

現
さ
せ
る
こ
と
が
市
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
る
。

水
道
に
つ
い
て

　

事
業
統
合
と
施
設
統
廃

合
が
セ
ッ
ト
で
推
進
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
手
間

と
カ
ネ
の
か
か
る
区
間
は

自
治
体
の
管
理
に
任
せ
た

ま
ま
、
収
益
性
の
あ
る
部

分
の
み
が
事
業
統
合
の
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。

　

統
廃
合
に
よ
る
物
集
女

西
浄
水
場
の
廃
止
は
、
本

市
水
道
事
業
の
存
続
を
脅

か
す
も
の
で
あ
る
。

市
長　

自
己
水
に
つ
い
て

は
、
コ
ス
ト
・
効
率
的
な

配
水
の
面
か
ら
広
域
化
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
見
い
だ
せ

ず
、
一
元
化
は
考
え
て
い

な
い
。
水
道
事
業
の
根
幹

に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
各
事
業
体
が
方
針
を

決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

京
都
府
に
本
市
の
考
え
を

し
っ
か
り
伝
え
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

森
本
東
部
地
区
開
発

議
会
と
行
政
の
あ
り
方

日本共産党議員団
米重健男議員
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個
人
情
報
保
護
は

守
れ
る
か

　

通
常
国
会
で
デ
ジ
タ
ル

関
連
法
（
６
法
）
が
成
立

し
て
い
る
が
、
自
治
体
で

保
有
し
て
い
る
個
人
の
情

報
は｢

目
的
外
に
使
用
で

き
な
い｣

こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
漏
れ
る
危
険
性
は

な
い
か
。
そ
の
確
認
を
す

る
た
め
本
人
の
開
示
請
求

が
担
保
さ
れ
る
の
か
。

総
務
部
長　

本
人
か
ら
の

開
示
請
求
等
に
対
し
て
適

正
に
対
応
す
る
こ
と
は
行

政
機
関
等
の
義
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
法
の
一

元
化
後
も
、
市
町
村
に
お

い
て
現
行
の
個
人
情
報
保

護
審
査
会
の
機
能
を
基
本

的
に
維
持
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
個
人
情
報
の

開
示
請
求
権
は
担
保
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
。

コロ
ナ
禍
で
の
災
害

避
難
所
の
運
営
は

　

災
害
時
の
住
民
誘
導
か

ら
避
難
所
・
設
営
と
運
営

は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
症

対
策
の
視
点
が
大
事
だ
。

こ
れ
ま
で
以
上
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。｢

三
密｣

を
避
け
る
医
療
体
制
と
人

員
な
ど
再
検
討
す
る
た
め

｢

向
日
市
地
域
防
災
計
画｣

の
見
直
し
が
必
要
だ
。

副
市
長　

本
市
の
地
域
防

災
計
画
に
つ
い
て
は
毎
年

度
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
避

難
所
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
も
順
次
見
直
し
を
行
う
。

原
発
災
害
を
想
定
し
た
住

民
避
難
計
画
の
作
成
に
つ

い
て
は
、
国
が
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
と
り
進
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問

老
朽
化
し
た
高
浜
１
・
２

号
機
の
再
稼
働
反
対
を

住
民
避
難
情
報
改
正
点
は

日本共産党議員団
丹野直次議員

そ
の
他
の
一
般
質
問

○
動
物
愛
護
の
精
神
を
街
中
に
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

請
願
（
陳
情
）
書
へ
の
押
印
が
不
要
に

な
り
ま
し
た

・ 請願（陳情）の要旨

・ 請願（陳情）の理由

　　　年　月　日
請願（陳情）者（代表）
　住所
　電話
　氏名　　　　　　 ㊞
　　　（他　○○名）

向日市議会議長
　　　○○○○ 様

請願・陳情書（内容）

○○○に関する請願
（陳情）

紹介議員（請願の場合のみ）

氏名　　　　　　　㊞

署名の場合は押印不要

請願・陳情書（表紙）

こちらも署名の場合には
押印が不要になります。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
の
う
ご
き

４
月　

16
日　

近
畿
市
議
会
議
長
会
（
書
面
開
催
）

　
　
　

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
月　

11
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

　
　
　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

25
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
（
書
面
開
催
）

　
　
　

26
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
（
書
面
開
催
）

　
　
　

28
日　

山
城
地
区
議
長
連
絡
協
議
会
（
書
面
開
催
）

　
　
　

31
日　

京
都
府
市
議
会
議
長
会
（
書
面
開
催
）

６
月　

１
日　

本
会
議　

第
１
日
（
第
２
回
定
例
会
）

　
　
　
　
　
　

議
員
全
員
協
議
会
（
書
面
開
催
）

　
　
　
　
　
　

国
際
交
流
促
進
議
会
議
員
連
盟
（
書
面
開
催
）

　
　
　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
　

議
員
定
数
検
討
等
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　
　
　

14
日　

本
会
議　

第
２
日
（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
　
　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
促
進
議
会
議
員
連
盟
（
書
面
開
催
）

　
　
　

15
日　

本
会
議　

第
３
日
（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

本
会
議　

第
４
日
（
一
般
質
問
）

　
　
　

18
日　

厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

21
日　

建
設
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

22
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

公
共
施
設
の
あ
り
方
特
別
委
員
会

　
　
　

25
日　

本
会
議　

最
終
日

　
　
　
　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

29
日　

乙
訓
環
境
衛
生
組
合
議
会

　
　
　

30
日　

乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会

７
月　

１
日　

乙
訓
消
防
組
合
議
会
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　本特別委員会は、本市で、まちづくりに関する大きな事業が多数検討・進行中であることから、これらに
関して調査研究を行うことを目的として、令和元年８月の議会改選後の８月20日に設置されました。
　取り上げた主要事業は以下の通りです。
●JR向日町駅東口開設推進事業
●森本東部地区土地区画整理関連事業
●阪急洛西口駅西側地区のまちづくり事業

●JR向日町駅前観光交流センター開設事業
●物集女街道の拡幅整備事業

　なお以下の事業については当初に取り上げ、その後は具体的な進捗があった際に報告を受けることとし
ましたが、以降の進捗報告はありませんでした。
●スマートインターチェンジ開設推進事業 ●阪急連続立体交差化推進事業
　原則として毎議会の冒頭に開催し、継続して所管の部局より説明を受け、進捗状況と課題のチェック等
をおこないました。事業の進捗状況や今後の見通しなどの情報や、直面している課題などを、市長部局と
議会とで共有しました。
　８月で任期満了を迎えるため、６月11日の特別委員会においてこれまでの経過を取りまとめ、議長へ報
告することといたしました。

まちづくり特別委員会まちづくり特別委員会

　本特別委員会は、令和元年８月20日の改選により現在の委員で、新庁舎等建設の進捗状況や向日市内に
ある公共施設などについて市民の皆様の声を取り入れながら、今日まで取り組んできました。
　特に新庁舎等の建設については最も多くの時間を割き、これから飛躍する向日市にふさわしい新庁舎と
なるよう、新庁舎等建設の進捗状況を確認し、職員にとって使いやすいだけではなく、市民の皆様にとっ
て憩いの場や防災拠点にもなるように理事者と意見を交換し、検討を重ねました。新庁舎の工事は令和２
年末にほぼ完了し、令和３年１月から新庁舎での業務が無事にスタートしました。現在では、市民の皆様
の大きな期待を背負って、新しい市民会館の工事が始まっています。
　また、小学校や公民館・コミセンなど市民の皆様にとって身近な公共施設についても検討し、児童だけで
なく、市民の皆様の生涯学習の場としてご利用いただけるように、理事者に要望を伝え、改善を求めました。
　議会として公民館・コミセンで報告会を行えるように理事者に申し入れをすることになりました。今後
も向日市の公共施設が住民の皆様にとって有益なものになるよう注視していきますが、８月で任期満了を
迎えるため、これまでの確認事項や経過を取りまとめ、議長へ報告することといたしました。

公共施設のあり方特別委員会公共施設のあり方特別委員会

特別委員会の経過報告特別委員会の経過報告

　本特別委員会は、令和元年８月20日の改選により全議員を委員とし、議員定数等の調査研究をはじめ、
議会改革に関する事項を検討することとし、今日まで取り組んできました。
　特に議員定数について、多くの時間を要し議論を重ねてまいりました。市民が何を求めているのか、議員の
役割とは何か等、議員それぞれが自分の意見を述べ、賛否両論、さまざまな議論をしてまいりました。
　２年間検討を重ねました結果、議員定数を２名減の18名とすることに同意多数となり、６月議会に条例
提案することといたしました。
　これまでの確認事項や経過を取りまとめ、議長へ報告することといたしました。

議員定数検討等・議会改革特別委員会議員定数検討等・議会改革特別委員会



議 決 結 果 一 覧
○＝賛成、×＝反対、退＝退席、除＝除斥　※議長（天野）は、可否同数以外は採決に加わりません。

番号 件　　名 議決 
結果

日本共産党議員団 令和自民
クラブ

公明党 
議員団

MUKO 
クラブ

令和新政 
クラブ 無会派

丹
野
北
林
山
田
常
盤
佐
藤
米
重
天
野
松
本
石
田
永
井
福
田
冨
安
長
尾
太
田
和
島
上
田
小
野
杉
谷
飛
鳥
井
村
田

賛否が分かれた（除斥含む）議案等
議案 
35

向日市女性活躍センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の廃止について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案 
36

令和３年度向日市一般会計補正予算
（第２号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

全会一致（全議員賛成）
議案33 向日市国民健康保険条例の一部改正について 原案可決
議案34 向日市介護保険条例の一部改正について 原案可決

※議案等の内容は、向日市議会ホームページ「議案・議決結果」で公開しています。

令和３年第１回臨時会
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令和３年第２回臨時会の予定
8月  2日（月） 本会議（役員改選等）

第３回定例会の予定
8月26日（木） 本会議（提出議案等の説明）
9月  6日（月） 本会議（一般質問）

7日（火） 本会議（一般質問）
8日（水） 本会議（予備日）
10日（金） 厚生常任委員会
13日（月） 建設環境常任委員会
14日（火） 総務文教常任委員会
17日（金） 本会議（議案等の討論・採決）

　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。
　なお、議案の内容は本会議初日の翌日にホームページ
に公開されます。お問い合わせは議会事務局まで。
　議会事務局　874－3540（直通）
　　　　　　　931－1111（市役所代表）

第１回臨時会を開催
（急を要する案件があったため、臨時に議会が開かれました。）

　令和３年第１回臨時会は３月30日に開かれました。
　本臨時会では、新型コロナウイルス感染症に対応するための条例の一部改正２件と、「向日市女性活躍
センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例」を廃止する条例及び補正予算１件が市長
から提出されました。
　議案は所管の常任委員会に付託し、審査を経た後本会議で各常任委員長が審査経過と結果を報告し、
採決の結果、議案４件を原案可決としました。

公共施設のあり方特別委員会

まちづくり特別委員会
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議 決 結 果 一 覧
令和３年第２回定例会

○＝賛成、×＝反対、退＝退席、除＝除斥　※議長（天野）は、可否同数以外は採決に加わりません。

※議案等の内容は、向日市議会ホームページ「議案・議決結果」で公開しています。

番号 件　　名 議決 
結果

日本共産党議員団 令和自民
クラブ

公明党 
議員団

MUKO 
クラブ

令和新政
クラブ 無会派

丹
野
北
林
山
田
常
盤
佐
藤
米
重
天
野
松
本
石
田
永
井
福
田
冨
安
長
尾
太
田
和
島
上
田
小
野
杉
谷
飛
鳥
井
村
田

賛否が分かれた（除斥含む）議案等
議案 
43

向日市職員の公正な職務の執行の確
保に関する条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案 
47

向日市議会の議員の定数を定める条
例の一部改正について

原案
可決 × × × × × × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

請願 
１
「指定ごみ袋の導入」ストップ　市民の
声を取り入れたごみ減量を求める請願

不採
択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × × × × × × × × × × × × ×

意見書
７

入国における万全な水際対策を求め
る意見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ ×

意見書
８

東京オリンピック・パラリンピック
の開催を中止することを求める意見書 否決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × × × × × × × × × × ○ ○ ×

意見書
９

事業者支援の一層の充実を求める意
見書

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ ×

意見書 
10

子ども政策に関する行政機関の創設
についての意見書

原案
可決 × × × × × × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

全会一致（全議員賛成）
議案37 教育長の任命について（永野　憲男　氏） 同　意

議案38 専決処分の承認を求めることについて（向日市税条例等の一部を改正する条例） 承　認

議案39 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度向日市一般会計補正予算（第14号）） 承　認

議案40 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度向日市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）） 承　認

議案41 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度向日市一般会計補正予算（第３号）） 承　認

議案42 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度向日市一般会計補正予算（第４号）） 承　認

議案44 令和３年度向日市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案45 向日市議会会議規則の一部改正について 原案可決

議案46 向日市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正について 原案可決

意見書６ 建設アスベスト被害者救済のための補償基金制度創設を早期に国に求める意見書 原案可決

編

集

後

記

編

集

後

記

　
盛
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の
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、
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様
に
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か
れ
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し
て
は
ま
す
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す
ご
清
祥

の
こ
と
と
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び
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げ
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す
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今
回
の
議
会
だ
よ
り
の
発
行
が
現
委
員
で
の
最
後
の
編
集

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
様
の
お
声
を
し
っ
か
り
お
聞
き
し
て
、
ま
た
皆

様
の
平
穏
な
生
活
が
一
日
で
も
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
議

員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
本
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
今
後

も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

〈
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
〉


